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仙台市教育センター 

  指導主事 長谷川 壮太  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習評価の在り方ハンドブック 小・中学校編」文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センターより抜粋 

 

○評価の実際（例） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 調査・見学したり資料を活用

したりして調べたことを記した

ノートや， 

学習カード，発言内容。社会的

事象について情報を集めて整理

したりまとめたりした関係図な

どの学習記録から評価する。 

「社会的事象に着目して，問いを見いだ

し，社会的事象の様子について考え表現して

いるか」「比較・関連付け・総合などして社会

的事象の特色や意味を考えたり，社会への関

わり方を選択・判断したりして適切に表現し

ているか」という学習状況や発言内容やノー

ト等の記述内容から捉えて評価する。 

「予習や学習計画を立てる場面」「学習

を見直す場面」「新たな課題を把握し，社会

への関わり方を選択・判断する場面」にお

いて，ノート等や学習計画表、発言内容か

ら評価する。 

※教師が学習の進め方を適切に指導す

ることが求められる。 

小学校社会科 「指導と評価」について 

 
教師は，学習指導要領で定めた資質・能力が生徒に確実に育成されているかを評価します。適切な指導計画

なくして適切な評価規準や評価計画を作成することはできません。「児童にどういった力が身に付いたか」とい

う学習の成果を的確に捉え，教師が指導の改善を図るとともに，児童自身が自らの学習を振り返って次の学習

に向かうことができるようにすることが重要です。児童一人一人を深い学びへと導いていけるよう，指導と評

価の基本的な考え方をしっかりとおさえましょう。 
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○単元・本時における学習評価の進め方（例） 

 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 

文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センターより抜粋 

 

 

 

 

 



令和５年度（小学校年次研共通） 

- 3 - 

 

 

 

 

 

第○学年  社会科学習指導案 

令和○年○月○日（ ）○校時 

指導者 仙台市立○○小学校  

教諭 ○○ ○○ 

場所  ４年○組 教室 

 

１ 小単元名「・・・   」 

 

２ 小単元の目標（例） 

  廃棄物を処理する事業について，処理の仕組みや再利用，県内外の人々の協力などに着目して，見学・調査したり地

図などの資料で調べたりしてまとめ，廃棄物の処理のための事業の様子を捉え，その事業が果たす役割を考え，表現す

ることを通して，廃棄物を処理する事業は衛生的な処理や資源の有効利用ができるように進められていることや，生活

環境の維持と向上に役立っていることを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究し，学習したことを

基に地域社会の一員として自分たちが協力できることを考えようとしている。 

 

３ 小単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①Eなどについて，Cなどで調べ

て，必要な情報を集め，読み取

り，Fを理解している。 

②調べたことを Dや文などにまと

め，Bを理解している。 

 

 

 

①Eなどに着目して，問いを見いだ

し，Fについて表現している。 

②○と○を（比較・関連付け，総

合など）してGを考えたり，学

習したことを基に社会への関わ

り方を選択・判断したりして，

適切に表現している。 

①A（に関する事項）について予想

や学習計画を立て，学習を振り

返ったり見直したりして，学習

問題を追究し，解決しようとし

ている。 

②よりよい社会を考え，学習した

ことを社会生活に生かそうとし

ている。 

 

 

小単元名を記載 

社会科指導案（小学校）の書き方 例 

学習指導要領の内容に関する記載事項，内容の取扱い，観点の趣旨を踏まえ，学習指導要領解説の記載

事項を参考に，内容についてより具体的に示すように作成する。 

詳細になりすぎないように，学習指導要領の記述形式を踏まえて以下のように作成する。 

○学習指導要領の記述形式 

 

（１）A について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ア 次のような知識や技能を身に付けること 

（ア）Bを理解すること 

（イ）Cなどで調べて，Dなどにまとめること 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること 

（ア）Eなどに着目して，Fを捉え，Gを考え，表現すること 

内容のまとまりごとの評価規準は省略 
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本小単元の評価規準（例） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①処理の仕組みや再利用，県内外の

人々の協力などについて，見学・調

査したり地図などの資料で調べたり

して必要な情報を集め，読み取り，

廃棄物のしょりのための事業の様子

を理解している。 

調べて分かる 知① 

②調べたことを白地図や図表，文など

にまとめ，廃棄物を処理する事業

は，衛生的な処理や資源の有効利用

ができるよう進められていることや

生活環境の維持と向上に役立ってい

ることを理解している。 

まとめて分かる 知② 

 

①処理の仕組みや再利用，県内の人々

の協力などに着目して，問いを見い

だし，廃棄物の処理のための事業の

様子について表現している。 

問いを見いだす 

考え表現する 思① 

②廃棄物を処理する仕組みや人々の協

力関係と地域の良好な生活環境を関

連付けて廃棄物処理のための事業の

果たす役割を考えたり，学習したこ

とを基にごみを減らすために，自分

たちが協力できることを選択・判断

したりして表現している。 

関連付けて考える 

選択・判断したりする 思② 

①廃棄物を処理する事業について，

予想や学習計画を立て，学習を振

り返ったり見直したりして，学習

問題を追究し，解決しようとして

いる。 

主体的な問題解決 態① 

②学習したことを基にごみを減らす

ために，自分たちが協力できるこ

とを考えようとしている。 

よりよい社会を 

考えようとする 態② 

 

 

（※１ 下表は指導と評価の計画の大まかなイメージです。↓このように単元を通して全観点の学習状況を見取ります。） 

 

ねらい 主な学習活動 学習評価 記録に残す 

①学習問題をつくることができる ごみのゆくえを話し合い、学習問題をつくる 思①  

②学習計画を立てることができる 解決に向けて予想する，学習計画を立てる 態①  

③④調べることができる 清掃工場の見学をして調べる 知①  

⑤調べることができる 各種資料で調べる 知①  

⑥まとめ，見直すことができる まとめる，さらに調べることを見いだす 態① ○ 

⑦考えることができる 計画的な取組について考える 思①  

⑧考えを表現することができる 関連付け，役割を考え表現する 思② ○ 

⑨図や文にまとめることができるようにする ごみの処理の仕組み等を図や文にまとめる 知② ○ 

⑩考え，協力できることを考えようとする 自分のできることを考えまとめる 思② 態② ○ 

 

４ 小単元について 

 （１）教材観 

 

 

 

 

 

 

（２）児童観（児童の実態） 

 

 

 

 

 

 

・関連する学習指導要領の内容（指導事項の番号，記号）をカッコ書きで記述する。 
 例：「本小単元は，学習指導要領第４学年内容（２）にあたり～」 
・教材の持つ価値や内容，選択した理由，教材の系統性等を記述する。 
・発達の段階や教材の特質等の観点に即して教材と児童との関係を記述する。 
・この教材で児童にどのような資質・能力を身に付けられるかを記述する。 

・本小単元の学習に対する関心の程度や関連のある学習経験の有無，基礎となる知識や技能の習熟状況等に
ついて分析的に記述する。 

   ・事前調査（アンケートや学力検査の結果等）を基に，単元に関する児童の受け止め方，実態を分析する。
アンケートについては，単元に関する情報についてどれだけ経験や体験を通した理解があるかについて調
査し，指導に生かせるようにする。 
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（３）指導観 

 

 

 

 

 

 

５ 知識の構造図 

   ※作成に当たっては学校ごとに判断する。作成する場合は，教師用指導書研究編＜「知識の構造図」と指導計画の作

成＞を参照。 

   

６ 指導と評価の計画例（10時間扱い 本時10/10）   ※網掛けは評価した結果を記録に残す場面 

段

階 

時

間 

□ねらい ○主な学習活動  

・予想される児童の反応 

□資料 

※留意点 

評価方法と 

【評価規準】 

 

 

 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

１ 

□たくさんのごみ

のゆくえについ

て話し合い，学

習問題をつくる

ことができるよ

うにする。 

〇家や学校等から出るたく

さんのごみのゆくえにつ

いて話し合い，学習問題

をつくる。  

・家や学校，市（区町村）

から出るゴミの量  

・ごみの種類や出し方     

・学習問題の設定 など 

□グラフ「ごみの量

や種類」 

（家・学校）  

□グラフ「市のごみ

の量」  

□表「ごみの分別

表」  

□写真「ごみステー

ション」 

「ごみ収集車」「清掃

工場やリサイ  

クルセンター」 

 発言内容やノート

の記述内容から 

「処理の仕組みや再

利用などに着目 し

て，問いを見いだし

ているか」を 評価す

る。 

【思－①】 

 

 

２ 

□学習問題の解決

に向けて予想や

学習計画を立て

ることができる

ようにする。  

 

 

 

 

 

 

〇学習問題の解決に向けて

予想や学習計画を立て

る。  

・学習問題解決に向けた予

想  

・学習計画の立案 清掃工

場の見学ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ調べ 

 

 

 

□学習計画表 

 

 発言内容，ノート

の記述内容や学習計

画表から「学習問題

の解決に向けた予想

や学習計画を立て，

解決の見通しをもっ

ているか」を評価す

る。 

【態－①】 

 

 

 

 

 

 

調 

 

 

べ 

 

 

る 

 

 

３

４ 

□見学・調査した

り資料で調べた

りして，清掃工

場が燃えるごみ

を処理する様子

を調べることが

できるようにす

る。 

〇清掃工場が燃えるごみを

処理する様子を見学・調

査したり各種資料を活用

したりして調べる。  

・清掃工場が燃えるごみを

処理する仕組み  

・清掃工場の仕事の工夫や

苦労 

□パンフレット「清

掃工場」  

□清掃工場の方の話 

  ノートや見学カー

ドへの記述内容から

「必要な情報を集

め，読み取り， 燃え

るごみを処理する仕

組みなどについて理

解しているか」を評

価する。 

【知－①】 

 

 

 

・学習過程（つかむ・調べる・まとめる・生かす等）の各段階における指導の見通し，教材化の意図を明確

にする。 

・単元の目標を達成するための，指導や支援の手立て（学習形態や１人１台端末の活用等）を具体的に記述

する。 

・「～の力を身に付けていきたい。」←どのようにして身に付けさせるのかを具体的に示す。 

学習問題：分別して出され，しゅう集されたごみは，どのようにし

て処理されるのでしょうか。 

学習段階はつかむ，
調べる，まとめる，
（いかす）とする。 

指導に生かす評価

（網掛けなし） 
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５ 

 

□資料を活用し，

リサイクルセン

ターが燃えない

ごみや資源ご

み，粗大ごみを

再利用する様子

を調べることが

できるようにす

る。 

〇リサイクルセンターが燃

えないごみや資源ごみ，

粗大ごみを再利用する様

子を各種資料で調べる。  

・燃えないごみ，資源ご

み， 粗大ごみを再利用

する仕組み  

・リサイクルセンターの仕

事の工夫や苦労 

□パンフレット「リ

サイクルセンタ

ー」  

□図「リサイクルの

仕組み」  

□文章資料「リサイ

クルセンターの方

の話」 

 

  見学用ワークシー

トの記述内容から

「必要な情報を集

め，読み取り，燃え

るごみを処理する仕

組みやリサイクルの

仕組みについて理解

しているか」を評価

する。 

【知-①】 

 

 

６ 

□見学・調査した

り資料で調べた

りしたことをま

とめ，話し合

い，学習を見直

すことができる

ようにする。 

〇これまで調べてきたこと

をまとめ，さらに調べる

べきことについて話し合

う。  

【まとめること】  

・ごみ処理の仕組みや経路  

・ごみ処理に関わる人々の

働き  

【さらに調べるべきこと】  

・灰の処理に関する問題 

□これまでに活用し

てきた資料  

□Googleスライドや

ノート等の個人の

学習記録 

□実物「灰」 

 ノートの記述内容

や学習計画表から

「これまでの学習を

振り返り，さらに調

べるべきことを見い

だし，見通しをもっ

て追究しようとして

いる か」を評価す

る。 

【態－①】 

 

 

７ 

□市（区町村）が

行っているごみ

処理問題の解決

策を調べ，計画

的な取組につい

て考えることが

できるようにす

る。 

〇市（区町村）がごみ処理

問題を計画的に解決して

いる様子を調査したり各

種資料を活用したりして

調べる。  

・市（区町村）が現在のご

み処理問題を解決してい

る様子  

・市（区町村）がこれまで

の ごみ処理問題を解決

してきた様子 

 

 

 

□文章資料「市役所

の方の話」  

□写真「昔と今のご

み処理の様子」  

□写真「最終処分

場」 

  ノートの記述内容

から「現在に至るま

でに衛生的に処理す

る仕組みが作られ，

計画的に改善されて

きたことについて考

え表現しているか」

を 評価する。 

【思－①】 

提示する資料を明

記する。多い時は

主なものだけでよ

い。 
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ま 

 

 

 

と 

 

 

 

め 

 

 

 

る 

 

 

 

８ 

 

 

□調べたことを基

に，学習問題に

ついて話し合

い，ごみを処理

する仕組みや

人々の協力関係

と地域の良好な

生活環境を関連

付け，ごみの処

理のための事業

の果たす役割を

考え表現するこ

とができるよう

にする。 

○学習問題について話し合

い，ごみを処理する事業

の果たす役割について考

える。 

・ごみ処理事業の役割につ

いての自分の考え 

□資料「これまで学

習で活用してきた

資料」  

□Googleアプリやロ

イロノート，ノー

ト等の個人の学習

記録 

ノートの記述内容や

発言内容などから

「学習したことを基

にごみを処理 する仕

組みや人々の協力関

係と地域の良好な生

活環境を関連付け，

ごみの処理のための

事業の果たす役割を

考え表現している

か」を評価する。  

【思－②】 

 

 

 

 

９ 

□調べたことをも

とに，学習問題

について図や文

にまとめること

ができるように

する。 

 

〇学習問題について調べた

ことや話し合ったことに

基づいて，ごみ処理の仕

組みや経路，人々の協力

関係などについて図や文

にまとめる。  

・学習問題に対するまとめ 

□資料「学習で活用

してきた資料」  

□Googleアプリやロ

イロノート，ノー

ト等の個人の学習

記録 

ノートの記述内容か

ら「廃棄物を処理す

る事業は，衛生的な

処理や資源の有効利

用ができるよう進め

られていることや，

それらは生活環境の

維持と向上に役立っ

ていることを理解し

ているか」を評価す

る。 

【知－②】 

 

 

10 

 

本

時 

□様々な立場から

ごみを減らすた

めの呼びかけを

していることに

ついて考え，ご

みを減らすため

に自分たちに協

力できることは

何か考えようと

する態度を養

う。 

〇様々な立場からごみを減

らすための呼びかけをし

ていることについて話し

合い， ごみを減らすた

めに自分たちにできるこ

とは何か考え，発表し合

う。  

〇ごみを減らすために自分

たちにできることについ

てノート等に自分なりの

考えをまとめる。 

・ごみを減らす呼びかけお

よびその理由 

・リサイクル法 

・世界のごみ処理の様子  

・ごみを減らすために自分

たちが協力できること 

 

 

 

 

 

 

□文章資料「ごみ減

量に関する様々な

取組」「ごみの輸

出」  

□グラフ「一人あた

りのゴミの焼却

量」 

「世界の焼却炉の

数」 

ノートの記述内容や

発言内容から 

「学習したことを基

に，ごみを減らすた

めに，自分たちが協

力できることを考え

たり選択・判断した

りして表現している

か」を評価する。  

【思－②】 

 

第２時のノート等の

記述内容も比較して

「単元の学習を振り

返り，ごみを減らす

ために， 自分たちが

協力できることを考

えようとしている

か」を評価する。 

【態－②】 

一つの単元の中に，「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」に
ついての「記録に残す評価」を各一回以上行
えるように計画する。※１参照 
※観点別評価の総括については，「『指導と評
価の一体化』のための学習評価に関する参
考資料」p50～51参照 

記録に残す評価 

（網掛けで表示

する。） 

 

「選択・判断」する場面で

は，今まで学習してきた内

容を基に話し合いを行わせ

たい。 
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・評価したことを記録に残す場面を明示 

  指導した結果としての学習状況を評価結果として記録に残すことは，観点別の評価結果を総

括する際に必要である。そのためには，ノートやワークシート，学習計画表等の記述内容を評

価資料として収集することが大切である。 

・児童一人一人の学習状況を把握し，指導に生かすための工夫 

  評価規準に照らして，「どのような評価資料から，どのような具体的な姿を捉えるのか」とい

う評価方法を明確にしておく必要がある。学習状況を具体的に捉えるために「～（評価資料）

から，『～しているか』を評価する。」という記述になる。『～しているか』という姿をあらかじ

め具体的に想定しておくことで，「努力を要する」すなわち『～していない』と評価せざるを得

ない児童への指導の手立てが明確になる。 

 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」P.47参照 

 

  日々の授業の中では児童の学習状況を適宜把握して指導に生かすことに重点を置きつつ，単

元を見通して，観点別学習状況の評価をするために必要な記録を取ることになる。１人１台端

末を活用し，デジタルポートフォリオとしてスタディログを蓄積することも一つの方法として

考えられる。 
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７ 本時の指導 

 （１）ねらい 

    

 

 

 

 （２）ねらいに迫るための手立て 

 

 

 

 

 

 （３）指導過程 例（10/10） 

  ○学習活動  ・児童の反応 □資料 ♢留意点 ☆評価 

 

導 

 

 

入 

○これまでの学習記録や，学習問題について図や

文にまとめたこと内容を振り返る。 

・ 

 

 

 

□  

 

 

 

 

 

 

 

◇ 

◇ 

 

 

ノート等の記述内容や発言内

容から「学習したことを基

に，ごみを減らすために，自

分たちが協力できることを考

えたり選択・判断したりして

表現しているか」を評価す

る。 

【思－②】 

 

第２時のノート等の記述内容

も比較して「単元の学習を振

り返り，ごみを減らすため

に， 自分たちが協力できる

ことを考えようとしている

か」を評価する。 

【態－②】 

 

展 

 

 

 

開 

 

○ごみ処理事業の役割についての自分の考えを表

現する。 

○個人で考えをまとめたり，班ごとに話し合った

りして深め合う。 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

終 

 

 

 

末 

・学習を振り返る 

 

 

 

 

 

 

・４（３）の「指導観」に記述した内容のうち，本時で行う手立てについて，さらに具体的に記述

する。どのような手立てを行うことで本時の「ねらい」に迫るのか，読み手に分かりやすく書

く。 

 

・本時のねらいを簡潔な文章で表記する。 

ごみを減らすために自分たちに協力できることは何か考えよ

う。 

どんな資料を提示
するのかを具体的
に記載する。 

・社会的事象の見方・考え方を働かせて問

いの答えを考察させた結果，具体的にどの

ような意見が想定されるのかを書く。 

・個々の意

見を生かし

て，どのよ

うに全体に

広げ，深め

ていくか，

具体的な手

だてを書

く。 

・学習課題のまとめ，本時の振り返り，新

たに見いだした問いなどを書く。 
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(４)評価（例） 

観点 主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 

本時の評価規準   

「十分満足できる」と判断

される児童の状況 

 

 

 

 

 

「努力を要する」状況と判

断される児童への手立て 

 

 

 

 

 

 

＊「本時の目標」（本時のねらい）との整合性に注意する。目標が２つなら評価も２つ（「指導過程」に記す評価の  

場面も原則として２つ）。目標に合わせて評価の観点も決まる。 

＊３観点のどの観点に関する評価（評価の観点は目標に合わせる）で，どのような方法で評価するのかを書く。 

 

 

（５）板書計画 

   ・本時のめあてや学習の手掛かり，掲示する資料，児童の学びの軌跡，本時のまとめや振り返りなど，児童の学習

の助けとなるように内容や構造を工夫する。 

 

（６）その他 

・座席表 

   ・ワークシート 

   ・Googleアプリの使用イメージや提示資料の縮小版（大きくて載せられない場合は資料名だけでも可。） 

   ・参考文献 

・Bの状況を実現している者のうち，内容に高まりや広がり，

深まりが見られる児童の姿を記述する。 

・Bの状況を実現するための指導や支援の具体的な手立てを記

述する。 


